
1/2 

○報告書インスタンス作成ガイドライン（その２：IFRS適用提出者用） 一部改正新旧対照表 

新 旧 
表紙 

1-2 前提となる文書
（略） 

表  1-1 本書の前提となる文書 

No 文書名 

1 XBRL Specification 2.1  

2 XBRL Dimensions 1.0  

3 FRIS(Financial Reporting Instance Standards) Public Working Draft 2004-11-14  

4 GFM(Global Filing Manual) Version: 2011‐04‐09 

5 報告書インスタンス作成ガイドライン（その１）* 

6 企業別タクソノミ作成ガイドライン（その２：IFRS適用提出者用） 

2012年（平成24年）1月25日版 

*: EDINETタクソノミ対応「報告書インスタンス作成ガイドライン（案）」（2012年1月25日）を本書では便宜上「報告書イン

スタンス作成ガイドライン（その1）」と表記します。 

6-4 コンテキストの期間時点（period）要素の設定方法 

表 6-3 期間時点(period)要素の子要素の設定 

No 期間・時点 要素名 要素の値 

1 期間 期首日(startDate) 報告する会計期間の期首日 

 YYYY-MM-DD形式 

2 期末日(endDate) 報告する会計期間の期末日 

 YYYY-MM-DD形式 

3 時点 時点(instant) 報告する会計期間の期末日 

 YYYY-MM-DD形式 

※時点(instant)において期首日を意味する場合、前

会計年度の期末日で意味します。 

表紙 

1-2 前提となる文書
（略） 

表  1-1 本書の前提となる文書 

No 文書名 

1 XBRL Specification 2.1  

2 XBRL Dimensions 1.0  

3 FRIS(Financial Reporting Instance Standards) Public Working Draft 2004-11-14  

4 GFM(Global Filing Manual) Version: 2010‐10‐12 

5 報告書インスタンス作成ガイドライン（その１）* 

6 企業別タクソノミ作成ガイドライン（その２：IFRS適用提出者用） 

2011年（平成23年）3月14日版 

*: EDINETタクソノミ対応「報告書インスタンス作成ガイドライン」（2011年3月14日）を本書では便宜上「報告書インスタン

ス作成ガイドライン（その1）」と表記します。 

6-4 コンテキストの期間時点（period）要素の設定方法 

表 6-3 期間時点(period)要素の子要素の設定 

No 期間・時点 要素名 要素の値 

1 期間 期首日(startDate) 報告する会計年度(前期・当期)の期首日 

 YYYY-MM-DD形式 

2 期末日(endDate) 報告する会計年度(前期・当期)の期末日 

 YYYY-MM-DD形式 

3 時点 時点(instant) 報告する会計年度(前期・当期)の期末日 

 YYYY-MM-DD形式 

※時点(instant)において期首日を意味する場合、前

会計年度の期末日で意味します。 

IFRSタクソノミ2010 対応 IFRSタクソノミ2011 対応 
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6-5 シナリオ要素の設定 

【持分変動計算書における資本の内訳項目の資本を表すMemberを設定する場合】 

 Dimension要素の要素名：ComponentsOfEquityAxis 

 Memberの要素名：EquityMember 

 シナリオ要素の設定： 

<xbrldi:explicitMember dimension="ifrs: ComponentsOfEquityAxis"> 

ifrs: EquityMember</xbrldi:explicitMember> 

図 6-2 シナリオ要素の設定例 

6-5 シナリオ要素の設定 

【個別財務諸表を表すMemberを設定する場合】 

 Dimension要素の要素名：ConsolidatedAndSeparateFinancialStatementsAxis 

 Memberの要素名：SeparateMember 

 シナリオ要素の設定： 

<xbrldi:explicitMember dimension="ifrs: ConsolidatedAndSeparateFinancial 

StatementsAxis">ifrs: SeparateMember</xbrldi:explicitMember> 

図 6-2 シナリオ要素の設定例 


